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八
月
三
日
、
「
郷
倉
」
の
今
後

の
整
備
と
活
用
に
つ
い
て
考
え
よ

う
と
村
民
会
館
会
議
室
で
米
沢
街

道
地
域
づ
く
り
検
討
会
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に
村
と
の
懇
談
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。�

　
「
郷
倉
」
と
は
、
元
々
、
江
戸

時
代
か
ら
あ
る
も
の
で
、
年
貢
米

の
保
管
や
穀
物
等
を
貯
蔵
す
る
目

的
で
郷
村
に
設
け
ら
れ
た
共
同
穀

倉
の
こ
と
。�

　
下
関
地
内
に
あ
る
「
郷
倉
」
は
、

昭
和
十
年
八
月
二
十
六
日
に
建
築

さ
れ
、
建
築
後
七
十
六
年
が
経
過

し
、
現
在
は
古
民
具
が
多
数
保
管

さ
れ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。�

　
懇
談
会
で
は
、
「
郷
倉
」
の
歴

史
的
価
値
や
渡
辺
邸
を
中
心
と
し

た
旧
米
沢
街
道
の
街
並
み
に
ふ
さ

わ
し
い
利
用
価
値
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
、
様
々
な
意
見

が
飛
び
交
い
ま
し
た
。�

　
同
検
討
会
の
米
野
紀
男
会
長
（
上

関
）
は
「
郷
倉
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
意
見

を
聞
い
て
い
き
た
い
。
そ
の
う
え

で
今
後
の
方
向
性
を
見
つ
け
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
「
郷
倉
」
の
活
用
を
考
え
る
検

討
会
は
今
後
も
定
期
的
に
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。�

「郷倉」の活用を考える�
～米沢街道地域づくり検討会～�

▲下関地内にある「郷倉」�

　国土交通省が昨年実施した水質調査で、

関川村を流れる清流・荒川の水質が全国で

最もきれいだということが分かりました。

過去には平成15年から平成17年の水質調

査ランキングで３年連続の日本一となった

ほか、平成20年の調査でも日本一となり、

今回２年ぶりに日本一に返り咲きました。�

　この調査は、国が管理する全国165の河

川を対象に実施したもので、全国で最も水

質が良かったのは荒川など８道県の13河川。�

　水質は、水質汚染の元となる有機物の指

標、生物化学的酸素要求量（BOD）の年

間平均値で比較したもので、荒川など６河

川はいずれも１㍑当たりBOD値が0.5㎎/

�の数値でした。�

　これからもきれいな荒川を大切にしまし

ょう。�

清流荒川�
２年ぶりに水質日本一�

　
今
年
で
二
十
五
回
目
を
迎
え
た

「
お
お
い
し
ダ
ム
湖
畔
ま
つ
り
」

が
七
月
三
十
日
、
大
石
ダ
ム
湖
畔

県
民
休
養
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
雨
の
影
響
な
ど
で
、
予
定
し
て

い
た
カ
ヌ
ー
体
験
や
発
電
所
見
学

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
場

は
大
勢
の
家
族
連
れ
や
緑
の
少
年

団
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。�

　
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
関
川
小
児
童

に
よ
る
龍
泉
太
鼓
の
披
露
や
関
川

中
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
な
ど
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
自
然
館
と
大
石

ダ
ム
周
辺
で
は
、
魚
の
つ
か
み
取

り
や
ダ
ム
見
学
な
ど
も
行
わ
れ
ま

し
た
。�

　
孫
を
連
れ
て
四
人
で
新
発
田
市

か
ら
遊
び
に
来
た
新
保
健
二
さ
ん

は
「
こ
の
ま
つ
り
に
参
加
す
る
の

は
三
回
目
。
今
年
は
孫
に
発
電
所

を
見
学
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
で
き
な
く
て
残
念
。
で

も
、
ダ
ム
を
見
学
し
て
喜
ん
で
い

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
来
年
は
晴
天
の
も
と
で
開
催
で

き
る
と
い
い
で
す
ね
。�

お
お
い
し
ダ
ム
湖
畔
ま
つ
り�

ダ
ム
の
見
学
に
子
ど
も
た
ち
も
興
奮
！�

�
子
供
た
ち
に
人
気
の
あ
っ
た
木
工�

　
教
室
。
う
ま
く
「
プ
ラ
ン
タ
ー
」�

　
を
作
れ
た
か
な
？�



夏休みの思い出がまた一つ増えた！�

上関集落で�
恒例の七夕まつり�
上関集落で�
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八
月
七
日
、
上
関
集
落
で
恒
例

の
七
夕
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
上
関
子
供
会
（
佐

藤
和
弘
会
長
）
の
主
催
に
よ
る
も

の
で
、
当
日
は
保
護
者
や
子
ど
も

た
ち
約
三
十
人
が
参
加
。�

　
願
い
事
の
書
か
れ
た
短
冊
や
輪

飾
り
な
ど
色
と
り
ど
り
に
飾
り
つ

け
ら
れ
た
竹
の
小
枝
で
リ
ヤ
カ
ー

を
飾
り
、
夕
方
６
時
に
上
関
集
落

セ
ン
タ
ー
を
出
発
。
子
ど
も
た
ち

は
リ
ヤ
カ
ー
に
結
ば
れ
た
ロ
ー
プ

を
引
っ
張
り
、
約
一
時
間
半
に
わ

た
っ
て
元
気
良
く
集
落
内
を
練
り

歩
き
ま
し
た
。�

　
最
初
は
恥
ず
か
し
さ
か
ら
か
、

な
か
な
か
声
も
出
な
か
っ
た
子
ど

も
た
ち
で
し
た
が
、
時
間
が
経
つ

に
つ
れ
「
竹
の
短
冊
七
夕
お
く
れ

よ
」
と
子
ど
も
た
ち
の
元
気
で
か

わ
い
い
声
が
、
太
鼓
の
音
色
と
と

も
に
集
落
内
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。�

　
夕
方
と
は
い
え
、
三
十
度
を
超

え
る
暑
さ
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち

は
汗
び
っ
し
ょ
り
。
大
好
き
な
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
配
ら
れ
る
と
、

暑
さ
を
忘
れ
、
美
味
し
そ
う
に
ほ

お
ば
り
ま
し
た
。
最
後
は
み
ん
な

で
花
火
を
楽
し
み
、
夏
の
夜
を
満

喫
し
ま
し
た
。�

上関集落で�
恒例の七夕まつり�

　８月７日、さんさんと照りつける日差しの下、

柏崎市総合体育館駐車場を会場に、第62回新潟県

消防大会ポンプ操法競技会が行われ、小型ポンプ

の部に村上市岩船郡を代表して、関川村消防団が

出場しました。�

　当日は、県内各地域からポンプ車の部に９チー

ム、小型ポンプの部に18チームが出場し、日ごろ

の練習の成果を競い合いました。結果、関川村消

防団は18チーム中12位と健闘。�

　選手の皆さん、また選手を支えてきた家族の皆

さん、本当にお疲れ様でした。�

【出場選手】指揮者：新野大二郎（金丸）�
　　　　　　１番員：菅 原 将 之（片貝）�
　　　　　　２番員：新野太一郎（金丸）�
　　　　　　３番員：八 幡 忠 隆（片貝）�
　　　　　　補助員：菅 原 　 健（片貝）�

県消防大会�
関川村消防団（第６分団）が大健闘！�

�

　夏休みも残りわずかとなった８月20日、大石川

（鮖谷地内）でタランペクラブ（加藤克徳代表・

鮖谷）主催の「夏の陣」が行われ、村内外から約

40人の子どもたちと保護者が参加しました。�

　子どもたちは浮き輪や眼鏡を持って川遊びを楽

しんだり、網を片手に魚やカニなどの生物探索を

したり自然の中での遊びを満喫しました。�

　藤井和映くん（下関・関川小２年）は「川の中

で流されていくのが気持ちよくて、楽しかった。

魚も捕りたかったけど、捕れなくてちょっと残念

です」と少しがっかりしながらも友人３人との川

遊びに夢中になっていました。�

　川遊びの後には、川の水を使って煮たじゃがい

もを「熱い、熱い」と言いながら、自然の味を楽

しんでいました。�

夏休みの思い出がまた一つ増えた！�

かずあき�


